
MY行動宣言

私たちは毎日、多くの種類の食材を口にし、
また、服を着、そして木材を使った家で暮らしています。
この当たり前のような営みは、森林や里地里山、河川、海といった自然がなければ成り立ちません。
そして、これらの自然は、動物、植物、微生物などのいろいろな生きものの
様 な々「個性」と「つながり」によって成り立っています。
こうした姿を生物多様性と呼んでおり、私たちの暮らしは、
生物多様性を基盤とする生態系から得られる「自然の恵み」によって支えられています。
しかしながら、人の活動による影響が主な原因で、地球上の種の絶滅スピードは、
自然状態の約100～1,000倍にもなっているといわれており、
生物多様性は危機的な状況にあります。
生物多様性を守ることは、私たちにとって身近で重要な問題なのです。

一人ひとりが生物多様性との関わりを日常の暮らしの中でとらえ、実感し、
身近なところから行動することが、生物多様性を守るための第一歩になります。
生物多様性になじみのない方は、まずここから始めてみませんか？
生物多様性の恵みを受け続けられるように、次の5つの中からできることを選んで、
あなたの「MY行動宣言」として宣言し、今日から生物多様性を守るために行動しましょう。

生物多様性とは
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えひめの生物多様性を守りたい！甲子園えひめの生物多様性を守りたい！甲子園
第6回

愛媛県内の高校に加え、県外からもオンラインで参加。研究発表してくれました。

広島県立
祇園北高等学校（広島市）
本校がモリアオガエルの
保護区になることを目指して

秋田県立
新屋高等学校（秋田市）
在来水生生物の保全活動に向けて
～外来種駆除方法の研究～

愛媛県立
宇和島東高等学校A（宇和島市）
神田川の水質と生物Ⅱ 
～きれいな川とカワムツを追え～

じんでんがわ

愛媛県立
宇和島東高等学校B（宇和島市）
固有種トキワバイカツツジの保存のための
基礎調査Ⅳ
～稚樹の生育環境の調査と適切な保全対策の検討～

愛媛県立
西条高等学校（西条市）
絶滅危惧種ハッチョウトンボの生態を探る

愛媛県立
今治東中等教育学校（今治市）
唐子浜の希少植物を守れ
～里浜的環境保全のススメ～

愛媛県立
今治西高等学校（今治市）
大明神川の謎 
～どうやってモクズガニは遡上した？～

愛媛大学附属高等学校（松山市）
マツカサガイとタナゴの県内絶滅を
防ぐために

青森県立
木造高等学校（つがる市）
絶滅危惧種の水草「ガシャモク」の
保全活動「ガシャ活」

京都府立
宮津天橋高等学校（宮津市）
人、川、ハッピー！大手川のてがかり

●愛媛県 県民環境部 環境局 入舩　理 局長
●愛媛大学 教育学部 向　平和 准教授
●愛媛大学 大学院 農学研究科 日鷹 一雅 准教授
●愛媛県 生物多様性センター 畑中 満政 次長
●愛媛県 県民環境部 自然保護課 秋川 裕一郎 課長

最優秀賞1校、優秀賞1校、奨励賞、審査員特別賞を決定。

審査員

発表校

開会挨拶

審査結果

愛媛県知事 中村時広代読
愛媛県県民環境部長
目見田 貴彦

愛媛県知事 中村時広

愛媛大学附属高等学校
マツカサガイの飼育方法や稚貝の収集方法などを綿密に研究されていて、
具体的な域外保全の場所も提案し、素晴らしい成果を挙げているところが
評価されました。また生徒の皆さんが作成した漫画も素晴らしい出来でし
た。今後の保全活動の発展も期待されると思います。

トキワバイカツツジの保全の基礎調査を綿密にされ、問題提起をしながら
進められていました。特に今回、方位や傾斜に関する生育環境調査を数値
化しており、科学的にやれていたと思います。保全につながる啓蒙活動に
ついて、積極的に実施しているところも評価されました。

最優秀賞最優秀賞

愛媛県立 西条高等学校
愛媛県立 今治東中等教育学校
愛媛県立 宇和島東高等学校A
愛媛県立 今治西高等学校

広島県立 祇園北高等学校
秋田県立 新屋高等学校
青森県立 木造高等学校
京都府立 宮津天橋高等学校

愛媛県立 宇和島東高等学校B

愛媛大学 教育学部  向 平和 准教授

奨励賞 審査員特別賞

優秀賞優秀賞

　本日、「つなげ！生物多様性高校生チャレンジシップ」
が、県内外から９校の御参加を得て開催できますことを
大変うれしく思っております。
　さて、愛媛県は、「東洋のエーゲ海」とも称される瀬戸
内海やリアス式海岸が続く宇和海、西日本最高峰の石
鎚山、日本３大カルストの一つに数えられる四国カルス
トなど、四季折々の美しい自然に恵まれており、希少種
を含む多くの野生動植物が生息する多様な生態系を
有しています。
　一方、近年の気候変動やプラスチックごみによる海
洋汚染といった地球規模の環境問題は、こうした生態
系にも影響を与えていると考えられており、国では、
2050年までの長期目標である「自然との共生の実
現」を目指し、現在「次期生物多様性国家戦略」の検討
が進められております。また、本県においても、「第２次
生物多様性えひめ戦略」に基づき、地域のかけがえの
ない財産である生物多様性の恵みを将来にわたって
享受し、人と自然が共生する社会の実現に向けた各種
施策を推進しているところです。
　今回で６回目となる高校生チャレンジシップは、県内
外の高校生の皆さんの生物多様性に関わる研究成果
や活動の発表を通じて、生物多様性の認知度の向上

を図るとともに、参加された高校生が切磋琢磨して、「生
物多様性を守るために、私たちに何ができるのか」を考
えていただき、次代を担う人材として生物多様性の保
全と普及に一層取り組まれることを期待しています。
　本日は、このほか、場所の専門家を意味する造語で
ある「トコロジスト」がその地域の自然を守る力となるこ
とを普及されている日本野鳥の会の箱田敦只様、そし
て身近な草花を通して自然を学ぶ機会を提供されてい
る多摩川野草会代表ののん様に御講演をいただくこと
となっております。
　どうか御出席の皆様におかれましては、この機会に
生物多様性の大切さについての理解を深められますと
ともに、今後とも、それぞれの地域における自然環境や
生物多様性の保全にお力添えを賜りますようお願い申
し上げます。
　終わりに、開催に御協力を
いただきました関係者の方々
に、深く感謝いたしますととも
に、御参加の皆様方のますま
すの御健勝、御活躍を祈念
申し上げまして、挨拶といた
します。

はこだ  あつし

講評
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愛媛県立  西条高等学校（西条市）

絶滅危惧種ハッチョウトンボの生態を探る
●絶滅危惧種であるハッチョウトンボは、愛媛県内では西条市庄内地区のみに生息。その生態を調べ、生息地の移設や

造成につなげることで、県内での絶滅を防ぐことができるのではないかと考え、研究を行った。

●ハッチョウトンボの保護区にて、雄雌25匹を採集。移設候補地（保護区から南に約200m）に放ち、時間経過とハッチ

ョウトンボの移動状況を調査。

●移設候補地において、繁殖行動が見られるのではないかと考えたが、オスは水域での縄張り行動を示したものの、メ
スは産卵の場である水面に留まらず、周辺に広がり、観察できなかった。

●移設実験地を1年間放置し、再調査を行ったが、湿地に侵入したトンボの中にも、ハッチョウトンボは確認できず。

●ハッチョウトンボのメスや未成熟なオスは、湿地を離れ、芝生地で餌を探し成熟を待つという特徴がある。産卵や縄

張り行動を示すために湿地に近づくのではないかと考え、ハッチョウトンボの羽化から繁殖可能になるまでの日数

を調査した。

●ハッチョウトンボのメスの翅に青・緑・黒、オスの翅に赤のマジックで点を打ち、個体識別を行った。ハッチョウトンボ

が湿地に近づくまでの移動を雄雌それぞれ記録し、産卵可能なハッチョウトンボに身体的特徴があるのかも観察。

●餌を探して40ｍ余り拡散したハッチョウトンボが、広がり霧散してしまわないで湿地を識別でき、帰還する個体を愛

媛において初確認できた。

愛媛県立  今治東中等教育学校（今治市）

唐子浜の希少植物を守れ ～里浜的環境保全のススメ～

●今治市の唐子浜海岸周辺には、絶滅危惧種であるナミキソウなど希少な植物が生育。これらの植物群落が持続して

いく方法の提唱を目指し、環境の変化に敏感であるナミキソウと海浜植生との関係性を調査研究した。

●ナミキソウの植生調査を1m四方の方形区の209区画で実施。ナミキソウ生育地の植物リストを作成した結果、生育

が見られた区画の約76%でチガヤが出現。ナミキソウの生育にチガヤが関係しているのではないかと考えられる。

●チガヤは春に出芽し、夏頃にはナミキソウを覆い隠して遮光する存在になる。チガヤが枯れ始めると、ナミキソウは

大きくなり晩秋も成長し続けることが分かった。チガヤ群落を維持するためには適度に草刈りが必要。

●アカマツ林も生育に深く関わっていると考えられ、松葉（すくず）が比較的多いと植物体は小さめ、松葉が少ないと

生育が良いという傾向が見られた。

●さらに、唐子浜全域の植生調査も実施。その結果、汀（みぎわ）群落からハマゴウ群落まできれいなゾーネーションが

できていることを確認。ゾーネーションが砂浜の砂の移動を抑制し、ナミキソウの生育に寄与している可能性が高い。

●ナミキソウが唐子浜で生育できたのは、瀬戸内海国立公園第2種特別区に指定され、松林が保全されてきたこと。昔

から地元の方々が草を刈ったり松葉を取り除いたりして、自然環境が保たれてきたからだと考えられる。

●今後は、地域の小学校児童などにナミキソウとその保全の取り組みを紹介し、地元の方々と松葉掻きや海岸清掃な

どを実施。愛媛県生物多様性センターら関係団体の方々と協働し、生態環境を保全していくことが大事だと感じた。
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愛媛県立  宇和島東高等学校A（宇和島市）

神田川の水質と生物Ⅱ ～きれいな川とカワムツを追え～
●宇和島東高等学校の近くにある神田川は一見きれいに見えるが、本当にきれいなのか。化学的・生物学的な面から検
証するため、令和2年度に神田川の水質についての調査研究を行う。
●神田川を上流・中流・下流に分け、各場所に生息する生物から河川の水質を推測。環境省が定めている“指標生物”の
うち、水がきれいなところを好むといわれるカワムツ、ヒラタカゲロウ類（幼虫）などを捕獲。神田川の水質は、水質
階級Ⅰ（きれいな水）～Ⅱ（ややきれいな水）の範囲にあると考えられる。
●ただしCOD（化学的酸素要求量）の平均値は中流の値が高く、排水が流れ込んでいる可能性があると推測。カワムツ
の生息も確認できず。
●令和3年度は、身近な河川の水質について、地域の人々、特に小学生以下の子たちが容易に確認できる“新たな指標
生物”を見つけ出したいとの思いで調査を継続。指標生物にカワムツの登録認定を目指す。
●前年同様の調査を行った結果、すべての流域にカワムツが生息。前年度より川がきれいになり、生息域が広がった。
●CODの数値も低く水質が改善。15ppmで生息していなかったカワムツを、令和3年度は8ppmの下流で確認。カワム
ツの生息域に影響を与えるCOD値の境界は8ppm～15ppm（平均値では20ppm）の間にあると考えられる。
●今後はカワムツの生息域とCOD値との詳細な関係性の追求、神田川流域に住む人々の生活と水質との関連性につ
いて調査。季節や天候等との関連性、他の河川との比較、河川の水質改善や維持に有効な手立ても考えていきたい。

愛媛県立  宇和島東高等学校B（宇和島市）

固有種トキワバイカツツジの保存のための基礎調査Ⅳ ～稚樹の生育環境の調査と適切な保全対策の検討～
●トキワバイカツツジは宇和島市の固有種（絶滅危惧種）。しかし認知度が低く、保全生物学的な研究も少ないのが現
状。地域の固有種を守りたいとの思いで、自生地における稚樹の生育状況について調査し、トキワバイカツツジの適
切な保全方法を研究した。
●2018年～2020年は訪花昆虫について調査し、ハチの保全が欠かせないことが判明。2021年はトキワバイカツツ
ジの樹齢ついて、根回りの直径から推定したところ、100年以内の個体が多数。樹齢600年以上のものも確認できた。
●トキワバイカツツジの保全に向けて、母樹だけでなく次世代の稚樹の確保も必要。そこで今年度は、稚樹の生育環境
を把握し、保全するための調査を実施。稚樹の生育環境が見られる23地点の方位、傾斜、樹高、直径を計測した。
●その結果、トキワバイカツツジの稚樹は、明るい場所（東、西、南側の斜面）に生息。特に西側の急斜面に多く見られ、
生育にはある程度の照度が必要であると考えられる。
●稚樹の根回りの直径から、推定平均年齢は6.4年。9年以下の個体が多く見られた。
●トキワバイカツツジの保全活動を通じて、宇和島市の町おこしにつなげたい。南楽園にトキワバイカツツジを植樹
して人の流れを活発にしたほか、花の特徴を活かした商品の開発、啓発活動を踏まえた地域の交流も行いたい。
●今後は、トキワバイカツツジの樹齢の推定とその精度の向上、生育環境の分析（日照・方位・傾斜・水分条件・群落組成
など）を行い、保全のための具体策の検討や、他の団体との連携を考えていきたい。

じん  でん  が わ
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愛媛県立  今治西高等学校（今治市）

大明神川の謎  ～どうやってモクズガニは遡上した？～

●中流から河口にかけて伏流している大明神川の上流で、海から遡上するモクズガニを発見。どのようにして上流部

に辿り着いたのか？「大明神川付近の農業用水路を利用して遡上している」という仮説を立て、調査研究を開始。

●2019年度は「モクズガニは雨で伏流部が短くなったときに遡上している」という仮説のもと調査したが、立証できず。

●2020年度はQGISなどのソフトで分析。大明神川と北川の間に農業用水路が密集しているのを見つけ、「モクズガニ

は北川から遡上し、農業用水路を遡上している」との仮説のもと、農業用水路でモクズガニを確認した。

●今年度は「モクズガニは幅広い水質に適応して農業用水路や大明神川に生息している」という仮説のもと調査。農業

用水路には水田からの水が流れているため、pHメーターを使用。モクズガニはえら呼吸なので、水中の酸素も必要

になると考え、溶存酸素濃度計も使用した。

●その結果、モクズガニは農業用水路でさまざまな水質に対応して生息しているのを確認。

●モクズガニは夜行性であることから、大明神川につながる水路で赤外線カメラを用いて夜間にタイムラプス撮影も

実施。すると、モクズガニが実際に農業用水路を出入りしていることが確認され、モクズガニが農業用水路を利用し

て大明神川を遡上していることが証明された。ただ、幅広い環境に対応できなかったのか、死骸も複数発見された。

●これまでの調査により、河川の生物の保全には、主要河川だけでなく、農業用水路や水田などさまざまな環境を含め

た「広域河川生態系」の保全が重要であると考えられる。その大切さをさまざまな活動を通じて伝えていきたい。

愛媛大学附属高等学校（松山市）

マツカサガイとタナゴの県内絶滅を防ぐために
●マツカサガイは絶滅が危惧されており、この貝が絶滅するとヤリタナゴも絶滅する。県内で唯一この貝が繁殖して

いる生息地が東予にあるが、工事で消える可能性がある。そこで、今の生息状況を記録し、避難先について研究した。

●まず生息地で、水路清掃によって意図せず泥と一緒に陸あげされたマツカサガイを救出して殻長を計測した。その

一部をため池、餌や水質の条件を変えた水槽で飼育し、1カ月ごとに生残率と成長量を比較した。

●流水を好むマツカサガイだが、ため池Aでは、生息地同様の成長量を維持しながら、生存率も91%と高かった。その

後も生存率が高いので、工事期間中の緊急避難先としてため池が活用できると分かった。また、これまで飼育不可能

と言われたマツカサガイだが、１年間水槽飼育できた。

●東予の個体群は、他の生息地に比べて若くて小さい。水路清掃の影響が大きいと考えられたので、今年度からは清掃

を手伝い、貝を水路に戻している。今後の追跡調査で、大きい個体が増えるのではないかと期待している。

●水槽飼育においては、海産プランクトンを用いると手間がかからず、短期的には良好に飼育できた。

●マツカサガイは、陸にあげられ、連日直射日光を浴びてもすぐには死なないなど、一時的な高温耐性は高いが、恒常

的な高水温は苦手と思われる。生存に適した水質については、今回は分からなかった。

●生息地では、生まれた幼生が多数、海へ流れて死んでいる。幼生を捕獲・回収する方法と、幼生を稚貝に変態させる方

法は確立した（９割成功）ので、今後はまだ誰も実現できていない稚貝の飼育方法を開発するのが課題。
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広島県立  祇園北高等学校（広島市）

本校がモリアオガエルの保護区になることを目指して
●広島県立祇園北高等学校の周辺では防災工事が進行。モリアオガエルを中心とした生物等が居場所を失っているの

ではと考え、自然に囲まれた本校で保護ができないかと、令和2年度に活動開始。

●「学校に約100種類の生物が生息していれば」という仮説のもと、生物を撮影し、ネット・図鑑・専門家に聞く等で

193種類の特定に成功。広島県の準絶滅危惧種ニホントカゲ、広島県初確認のトサハエトリを発見した。

●そこで昭和60年設置の飼育池にも注目。30種類の生物を特定し、金魚やメダカやエビ、ツチガエルやヤゴを発見。

●「水生昆虫の多様性の保全には、生息環境を悪化させない管理が必要」との農業環境技術研究所の研究成果を参考

に、飼育池の清掃を実施し、令和3年度に観察。すると水質改善が見られ、アマガエル、シュレーゲルアオガエル、モリ

アオガエル、シマヘビなどの確認に成功した。

●今年度はモリアオガエル、シュレーゲルアオガエルの継続観測と環境構築を実施。モリアオガエルを昨年の約３倍、

シュレーゲルアオガエルを約9倍の日数発見した。共に居住している可能性あり。

●同研究を通して、樹上のモリアオガエル、色素の薄いオタマジャクシ、羽化直後のギンヤンマなど、多数の生物を観

察。カラスがカエルを捕食する様子も捉えており、外敵から隠れる場所を増やすのが課題。

●生物が増えたのは、本校周辺でのダム建設や護岸工事などの影響と考えられる。生物増加を生物からのSOSだと捉

え、今後は防災と生物保護の両立を行なっていきたい。

秋田県立  新屋高等学校（秋田市）

在来水生生物保全に向けて ～外来種駆除方法の研究～
●希少在来種が多く生息する秋田市大森山動物園。塩曳潟にゼニタナゴなどの絶滅危惧種がいることを知り、それら

を守るために外来種の駆除法を確立しようと、昨年から調査研究を実施。

●ウシガエルはゼニタナゴを捕食。アメリカザリガニはゼニタナゴの繁殖に必要な二枚貝を食べてしまい、ゼニタナ

ゴの生息が脅かされてしまっている。そのため、ゼニタナゴを保護し、アメリカザリガニ、ウシガエル（成体・幼生）の

駆除が必要と考える。

●アナゴモンドリとスプリングモンドリの2種類を使用して駆除を実施。ウシガエルの卵がないかボートで探索し、取

れた外来種と在来種は種と採捕量を記録。外来種は駆除し、在来種は放流した。

●キタノアカヒレタビラ、シナイモツゴ、ジュズカケハゼ、ヨシノボリなど、在来生物も保全の必要性がある。

●今年からは、アナゴモンドリとスプリングモンドリと６つ穴モンドリを使用して駆除を実施。その結果、アナゴモンド

リではウシガエルが、スプリングモンドリではアメリカザリガニが多く採れた。

●高校周辺のため池の生態調査も行い、アメリカザリガニなどの外来種は野菜の肥料として有効活用した。

●今後は、外来種に対する効果的な駆除方法を確立するほか、外来種をただ殺すのではなく、今回のように肥料に利用

するなど、生活に役立てられることを新しく作り出していきたい。
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青森県立  木造高等学校（つがる市）

絶滅危惧種の水草「ガシャモク」の保全活動「ガシャ活」
●2017年に青森県つがる市の絶滅危惧種である水草・ガシャモクが発見される。この希少な水草を守るため、2020
年、弘前大学や地域の方たちと共にガシャモクの調査研究、水槽栽培を開始した。
●2021年も、学校の水槽で栽培実験を継続。水槽の清掃、水温最低気温・天気の記録、水槽の水の補充などを行い、7月
にガシャモクの植え替えをしたが育たず。水温の影響と考えられる。
●同年9月に再度植え替え。栽培実験が進んでいる北九州市を参考にし、黒土から赤玉土に変更。ガシャモクを3等分
にし、水槽1号にはガシャモクAのアタマ、ガシャモクBのお腹、ガシャモクCの根本を入れるなど、植え方を変えた３
つの水槽に分けて栽培する。
●すると約18%は成長したが、58%が衰退。夏場より水温が低く、日照時間も短いため、冬に向けて衰退しているとも
考えられる。
●また、ガシャモクが自生しているガシャ沼にて、水の透明度やＣODの測定、周辺植物、沼の地形なども観察。ガシャ
沼は、ＣOD が8mg/L以上＝水質汚濁の可能性があると考察。今後も継続して計測を行う必要がある。
●北九州市では、粘土状の底土を用い、水を入れ替えた結果、水の透明度が上がりガシャモクが再増殖したとのこと。
今後はこれらを参考にし、気温、水質などさまざまなデータを収集。ガシャ沼の調査と並行し、安定して育てられる
環境を調べたい。また、地元の子どもたちと共に活動し、つがる市の方にガシャモクを広く周知していきたい。

京都府立  宮津天橋高等学校（宮津市）

人、川、ハッピー！大手川のてがかり
●平成16年の大規模災害後に、護岸工事が行われた大手川。安心安全な川になったものの、高い堤防の川に、誰も目を
向けなくなってしまった現在。「川を楽しい場所に戻したい！」との思いで、人と自然が触れ合える方法を研究した。
●大手川の魅力は、絶滅危惧種のアカザやミナミメダカ、ニホンイシガメがいること。護岸工事の際に親水公園が作り
かけられていたことを知り、それを蘇らせることができれば、親子で楽しめる場所になるのではないか。
●護岸工事が生態系に与えた影響を分析し、多くの生き物が生息できる環境をつくることも軸にした。
●近隣住民から意見を募り、公園の設計図を作成。いろいろな方の力を借りて約1カ月間草を刈り、溝を掘って池造り
を実施。川の流れに逆らうように土のうを並べるバーブ工を用い、水を引き入れてどんどん掘り進めた。
●生物調査はガサガサ、投網、もんどり、刺し網の方法で実施。上流ではカワムツ、アカザ、モクズガニなど19種類、中
流はメダカやドジョウなど18種類、下流は海水でも生息できるボラやスズキなどを捕獲。
●土木事務所の生物調査結果もあわせて考察すると、近年カワムツが減少。河川改修の後、砂地が増え、瀬がなくなった
のが原因と考えられる。バーブ工法で川の流れに変化をつければ、カワムツを蘇らせることができるのではないか。
●今年度は、大手川の特徴に合わせてバーブ工を改良。雨が降っても崩れず、土砂もどんどん流れるようになった。
●誰も近づかなくなった川での活動が珍しく、地域の方からたくさん声をかけていただいている。このほか、観察会や
広報を通して、興味がない人たちを少しでも振り向かせ、人と自然が持続的に共存できるよう活動を続けたい。

11 12



 「トコロジスト」とは、普通の市民が自分の住んでいる地域に決まったフィールドを持ち、
その場所を隅々まで歩いて、生き物や歴史、文化、地理など幅広い分野に精通した「場所
の専門家」のこと。自分たちが暮らす町、公園や茂みをトコロジストの視点で見つめ直し、
発信していくことの大切さについて教えていただきました。

　箱田さんがトコロジストに興味を持ったのは、子育てがきっかけだそう。転勤族で土地
に愛着を持たず育ってきた経験から、自分の子どもにはふるさとを持ってほしいと思って
いたところ、トコロジストに出合い、子どもと一緒に自宅周辺を歩くことを始めたと言いま
す。自宅からなるべく近い場所を、時間をかけて繰り返し歩いてみると、子どもと大人では

目線が全く違うこと。今見えている景色も、歴史を遡ってみると、違う世界が見えてくること。そして、そこで見た鳥の種
類などを地図に書き込んでみると、自宅の周りにも小さな自然があるこ
とを発見したと言います。

　トコロジストになるために必要なのは「3つの視点」であると箱田さ
ん。1つ目は「自分のフィールドを持つ（場所性）」こと。住んでいる場所
の近くに1カ所フィールドを決め、何度も通うことで愛着がわき、いろん
な情報が入ってくるようになるそうです。2つ目は「複数の視点を重ねて
見る（学際性）」。例えば、鳥を何度も見ていると、餌にも目がいくように
なり、餌である虫や木の実なども気になり始めるようになる。同じ場所で
も、複数の視点から見ることができるようになると言います。3つ目は「ア
マチュアであることに誇りを持つ（市民性）」。トコロジストには動物や虫
の専門家にはない、地元を歩いている人ならではの視点があります。専
門家と一緒にフィールドを歩き、互いの視点を交わらせていくことが、地
域の保全を進めていくことになると教えてくれました。

　トコロジストとして活動を長く続けることで、季節の変化が分かり、数
年間続けると、経年変化も見えてくるそうです。また、地図の視点を持
ち、地形図などで確認しながら歩くと、目線からは見えない面積の広さ
や、周りの様子が分かるようになると言います。古い地図や、土地の凸
凹がよく分かる立体地図で、昔と今を比較しながら歩くのもおすすめだ
そう。そして気付いたことはスマートフォンやメモ帳に、生き物を見つけ
た時は「生きものごよみ」や「生きもの地図」などに記録。グラフやポスタ
ー、紙芝居などにまとめて分析し、広く発信してほしいと言います。

　そして、発信しながら「これからのことを考えることが大切」と箱田さん
は言います。どうすれば自然豊かなこの場所を守れるか、生き物を守れ
るかについて、いろいろな人と考えてみる。そうやって、共感の輪を広げ
ていく。それがトコロジストの意義であり、活動そのものであると教えてく
れました。

 自然、生物、環境への関心を仕事につなげるのは難しいと言われる中で、会社員から野
草愛好家として転身をとげた「のん」さん。「365日野草生活®」を始めたきっかけや活動の
内容、自分らしく生きるためのヒントなどについて教えていただきました。

　のんさんが野草生活を始めたのは8年前、うさぎを飼い始めたのがきっかけだそう。
災害で物流が止まり、うさぎの餌が届かない経験をしたことから、リスク管理のために、野
草を探し始めたと言います。

　当時会社員だったのんさんは、ハサミとルーペと図鑑をバッグに詰め込み、お昼休みに
多摩川へ。10㎝四方の範囲内にある植物を観察し、見終わったら石ころを置いて次の

10㎝を観察するというのを、毎日繰り返しました。すると、うさぎの餌であるたんぽぽやクローバーも分からないほどの
知識だったのが、徐々に名前を認識できるようになり、種から子葉や双葉が出て、花になり実になるというサイクルまで
分かるようになったそう。「もう楽しくなっちゃって！」と、のんさん。2年ほど経った頃、「野草を毎日見てる、365日見てた
な」と「365日野草生活®」を名乗り始めました。

　植物が季節ごとに変わるのも、植物自体が姿かたちを変えていくのも面白
い。そんな野草の魅力を伝えたいと、観察会をスタート。テーマや場所を予め
決めるのではなく、参加者の希望をカスタマイズし、「ラーメンの具になる野草
の観察会」「ワンちゃんと一緒に散歩する通り道の植物を探す観察会」など、ユ
ニークな企画を実施しました。また、野草がデザインされた手ぬぐいの監修や、
野草のフルコース、野草のおせち、どんぐりラーメンなども考案。学生への講演
や、指導員の育成など多岐にわたって活動しています。

　「365日野草生活®」は、自分の半径1m以内にある植物を観察する生活の
こと。その１mが分かってくるだけで、世界の彩りが変わる、解像度が上がると
のんさんは言います。一般的には背景に見える「緑の風景」も、植物の顔がす
べて見え、一つの個性を持った隣人として見えてくる。さらに、野草につく昆虫
まで発見できるようになり、それがとても楽しいと教えてくれました。

　「野草を観察し始めてから、毎日が楽しくて仕方がない」と話すのんさんで
すが、野草生活をしている人があまりいないことから、会社を辞めた時は、崖か
ら落ちる覚悟だったと振り返ります。会社員生活を続けているほうが社会的地
位もあり、正しい道かもしれない。でも、正しいか、楽しいかを考えた時に、楽し
いを選んだと言います。そのおかげで、本当に楽しいことを、自分の気持ちで
やっていると実感できているそうです。

　のんさんは、野草観察会の持ち物に「好奇心」と書くそうです。好奇心を持っ
て、ちょっと前のめりでやってみるだけで世界は広がる。そして、そのヒントは身
近にあり、常に好奇心を持って過ごすことで、いろいろな発見ができると教えて
くれました。

日本野鳥の会 箱田 敦只氏
は こ だ 　 あ つ し

招待講演15：30～16：20基調講演10：05～11：00

多摩川野草会代表 のん氏

ゲスト講演 エミフルMASAKI 1F 「エミフルホール」
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トコロジストのすすめ
～その場所の専門家になろう～ 「毎日が宝探し - 365日野草生活® -」



参加校の研究をはじめ、愛媛県や生物多様センターによる調査結果も展示。
年齢問わず、たくさんの人たちが、生物多様性について学んでいました。

展示発表
豊かな生物多様性を守るため、各学校では、さまざまな取り組みを行っています。

地域の特産品を活かし、地元企業と協力して作った商品や
環境に配慮して開発された商品を紹介します。

来場アンケートに回答くださった方に、ハズレなしのガラポン券をプレゼント。
上記で紹介した開発商品や、県内企業の景品を求めて、
合計200名の方がアンケートに回答、ガラポン抽選会に参加くださいました。

商品開発例

愛媛県立
今治西高等学校

愛媛県立
上浮穴高等学校 （久万高原町）

大明神川の謎　
～どうやってモクズガニは遡上した～

愛媛県立
今治東中等教育学校 今治市周辺の希少生物調査と保全活動について

～日本一美しい海岸線を残すために～

愛媛県立
宇和島市東高等学校 三間町の田んぼ環境調査

愛媛大学附属高等学校 マツカサガイって知ってるカイ？

愛媛県立
松山中央高等学校 絶滅危惧種「ミナミメダカ」の生息調査 in 松山

株式会社エフエム愛媛 FMマルシェ

高原育ちの栄養豊富なピーマンを使用
お子さまも食べやすいマイルドな味に

ピーマンが苦手な人に届けたい！
上浮穴学校 まろやか高原カレー

愛媛県立
西条農業高等高校 （西条市）

豊富な栄養価に注目
ポリフェノールはワインの7倍

ブームの予感！南国発のスーパーフード
青パパイヤ茶

タンパク質分解酵
素・パパイン酸な
どの優れた成分が
豊富な青パパイ
ヤ。その葉を乾燥
させて、さっぱりと
飲みやすく栄養満

点のお茶にしました。青パパイヤは鳥獣被害を避けられる農
作物です。このお茶のニーズが高まれば、地域の耕作地を維
持することができ、栽培農家の拡大にもつながります。

久万高原町産のピーマ
ンを使用したグリーンカ
レー。子たちの嫌いな野
菜で上位に挙げられるピ
ーマンを「もっと好きにな
ってもらいたい」との思い
で企画し、ピーマンが苦
手な人でもおいしく食べ

られるよう、辛さ控えめに仕上げました。規格外で廃棄になる
野菜を活かし、産地を守る取り組みです。

愛媛県立
長浜高等高校 （大洲市）
株式会社エイビイエス

紫外線吸収剤やパラベン不使用
珊瑚にやさしいノンケミ処方

世界初！のクラゲ予防クリーム
JELLYS GUARD （ジェリーズガード）

カクレクマノミの体表粘液からヒントを得
て開発された、クラゲ除けクリーム。クラ
ゲの刺胞発射を抑制し、体が触れた際に
刺される危険性を軽減できます。人々が
マリンレジャーを安心して楽しめるよう
に、危険な海洋生物を駆除するのではな
く、危険を緩和することで「ヒトと海の共
生」を実現しました。

愛媛県立
三崎高等学校 （伊方町）

樹上で完熟させた
薄皮のみかんを丸ごとイン

高校生と地元菓子舗がコラボ！
みっちゃん大福

伊方町で採れた柑橘
を丸ごと一つ、清見タ
ンゴールのジュースを
使った生地と白あん
で包んだ大福です。
「地元の柑橘農家が
育てたみかんを使い、

三崎を元気づけたい」との思いに地元の菓子舗が応えて実現
しました。少子高齢化から荒廃農地等の課題があがる中、地
元店舗と協力し、商品開発などに挑戦しています。

とコラボ

とコラボ

田村菓子舗とコラボ

ガラポン抽
選会も

大盛況！
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  8:30

  8:30～　9:00

  9:00～11:00

11:00～11:15

11:15～12:20

時　間 内　容 場　所

集合

松山市民会館
駐輪場

城山登山道
※詳細ルートは18ページ※下山後は「リジェール松山」のシルバーホールに集合

リジェール松山
（シルバーホール／7階）

1)開会挨拶（松山東雲短期大学名誉教授 松井宏光氏）
2）引率先生のご紹介
3）プログラム説明
4）チーム発表

1)グループミーティング（20分間）
2）発表（各10分×4チーム）

オリエンテーション

フィールドビンゴ

（休憩/15分）

グループ発表

黒門口登城道 東雲口登
城道

古町口登城道

県庁裏登城道

Field BINGO MAP

B

D

C

2022.8.21(日）　8:30 - 12:20
フィールド ： 松山城登城道ほか

交流学習会

市街地の中心地にありながら、豊かな生態系を育む「松山城山樹叢」を歩き、
五感を使って自然を観察しました。

フィールドビンゴを通して発見した、興味深いものや
驚きの発見などをチームごとに発表しました。

「明日だれかにおしえたくなるマチナカの大発見」
グ ループ 発 表 当日は松山市民会館  　に集合し、

黒門口登城道入口　  をスタート。
フィールドビンゴカードを片手に
松山城山樹叢を歩きながら、自然を観察しました。

B

C

リジェール松山　  に戻り、グループ発表D

2

フィールドビンゴ
1Prog r am

T ime  Tab l
e

▼フィールドビンゴカード
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